
市議会議長選挙特集号

昭和46年12Jl8筏
わたくしたちの代表30人の市議会ぷ

nを主義びましたが、今後4年総わた

くしたちのためにどのように鋤いて

くれるか市政に対し協を向けましょ
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市
議
に
九
名
の
新
人
当
選

投
票
率
は
叩
%
で
前
聞
を
4
%
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回
る

(第一表)*鼻結艶

したちの代表わたく

持ち主語1) 1 実在効f主義語 190※投票総数 28.016のうち有効投薬草 27.825

写真は得票顕です

霊堂沼健在韓〈祭事寄〉
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女性は男性を 5%上田る
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昭和46年llJ321毘執行投難結果
議員の活動に意を接ぎ

市戒に関心をもとう
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